
国土交通省自動車交通局プレスリリース

平成１５年７月１日

少数台数のリコール届出の公表について （平成１５年６月分）

リコール対象が少数である１００台未満の届出について、平成１５年６月は下記のとおり３件の届出
がありましたので、公表します。

１．届出者：小松フォークリフト株式会社

届出月日 車名、型式、通称名等 製 作 期 間届出番号 対象台数

６月 ３日 ９４８ 車 名：小松 ９７ 平成８年５月２９日～
型 式：M156等 平成１５年４月１１日
通称名：-

不具合の部位等 制動装置において、ブレーキ弁押付けボルトの強度が不十分なため、強い制動
操作力で使用を続けると、当該ボルトが折損し、ブレ－キ操作ができなくなる
おそれがある。

ピー・エー・ジー・インポート株式会社２．届出者：

届出月日 車名、型式、通称名等 輸 入 期 間届出番号 対象台数

６月１２日 -1028 車 名：ランドローバー １２ 平成１４年８月２７日～外
型 式：ＧＨ－ＬＴ９４Ａ 平成１５年４月６日
通称名：ﾗﾝﾄﾞﾛｰﾊﾞｰﾃﾞｨｽｶﾊﾞﾘｰ

不具合の部位等 原動機において、スロットルボディの加工が不適切なため、内部に取り付けら
れたスロットルバルブが円滑に作動しないものがあり、最悪の場合、アクセル
ペダルを離しても、原動機の回転が下がらなくなるおそれがある。

３．届出者：三菱重工業株式会社

届出月日 車名、型式、通称名等 製 作 期 間届出番号 対象台数

６月１７日 ９５１ 車 名：三菱 ２０ 平成１１年２月２２日～
型 式：ＫＦＢ１Ａ 平成１３年５月９日
通称名：三菱ﾊﾞｯﾃﾘ式ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ

不具合の部位等 原動機において、走行モータ（電動機）を車体に取り付けるブラケットの形状
が不適切なため、走行時の振動により当該ブラケットに亀裂が生じ、又はその
ブラケット取り付けボルトが折損することがあり、最悪の場合、破損して走行
モータが跳ね上がり、その上部に取り付けられている電源供給用のリレーを破
損して走行不能となるおそれがある。



〔参考〕

平成１５年６月 内 訳
のリコール届出

対象台数 台以上 対象台数 台未満総件数 100 100

国産車 ８件 ６件 ２件

輸入車 ８件 ７件 １件

計 １６件 １３件 ３件

問い合わせ先）（

国土交通省自動車交通局技術安全部審査課
リコール対策室 森田、久手
電話 03-5253-8111（代表）(内線42352･42353)

03-5253-8597（直通）


